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１ 計画策定の趣旨 

（１）目 的

本計画は、「川崎市の自転車通行環境整備に関する考え方」（２ｐ・図２参照）にお

ける基本理念・基本方針・取組の視点に基づき、道路を利用するすべての方々の

安全・安心で快適な利用環境を構築するため、ハード対策である「道路空間の整

備」とソフト対策である「適正な自転車利用への誘導」を両輪として、自転車通

行環境整備を計画的かつ効果的に推進するための具体的な取組について取りまと

めたものです。

なお、自転車通行環境整備は、図１に示したとおり、本計画に基づく取組の効

果や進捗状況などを踏まえて新たな実施計画を策定し、継続的に事業を実施して

いきます。 

（２）計画期間

本計画は、図１に示したとおり、平成２７年度からの３ヵ年程度を対象期間と

しています。

図１ 本計画の対象期間 
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・実施計画に基づく安全性向上に

向けた道路空間の整備（第１段階）

・リーディング事業として、安全性、

利便性、快適性を実現する道路空

間の整備

・安全性向上を中心とした取組の検証

・新たな実施計画に基づく連続性確保

による利便性向上に向けた整備

（第２段階）

「
川
崎
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に
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実
施
計
画
」
の
策
定

新たな総合計画

・実施計画に基づく

適正な自転車利用への誘導
・新たな実施計画に基づく適正な自転車利用への誘導

・ネットワークの構築による快適性向上に向けた整備（第３段階）

新たな実施計画の策定

本実施計画の対象期間

新たな総合計画新たな総合計画策定作業
整合整合
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２「川崎市の自転車通行環境整備に関する考え方」 

「川崎市の自転車通行環境整備に関する考え方」の概要は、図２のとおりです。

図２ 「川崎市の自転車通行環境整備に関する考え方」の概要

基本理念 基本方針 

・自転車は、幼児から高齢者まで幅広い年

齢層の市民に利用されているとともに、

環境や健康志向の高まりといったライフ

スタイルの変化から、今後も広く、継続

的に市民の利用が想定される、利便性が

高く、環境にやさしい交通手段である。

・一方で、道路においては自転車が安全に

通行するための整備が充分でなく、また

歩道でのスピードの出し過ぎや放置自転

車などにより、歩行者をはじめとする道

路利用者にとって危険な自転車利用が増

加しているなど、大きな社会問題となっ

ている。 

・こうした自転車が抱える課題を解消し、

道路を利用する市民が安全・安心で快適

に道路を利用できるようにするために

は、自転車が適正に通行できる道路空間

の整備とともに、自転車利用者が交通ル

ールやマナーを遵守し、自転車を適正に

利用することが必要である。 

・そのため、本市の自転車通行環境整備に

おいては、「道路を利用するすべての方々

の安全・安心で快適な利用環境を構築す

る」ことを基本理念に位置付け、自転車

利用者だけでなく、自転車に関わるすべ

ての関係者がそれぞれの立場で、連携・

協力し、取組を総合的かつ戦略的に推進

することを目指す。 

基本方針１（ハード対策）

「道路空間の整備」

●自転車通行環境の構築 

●自転車通行空間の 

安全性・利便性・快適性の確保 

●戦略的な通行空間整備の推進 

基本方針２（ソフト対策）

「適正な 
自転車利用への誘導」

●ルールの周知・徹底と 

マナーの向上 

●ルール違反に対する 

指導・誘導・取締りの強化 

取組の視点 

●自転車通行環境の構築

●自転車通行空間の安全性・利便性・快適性の確保 

●戦略的な通行空間整備の推進 

●ルールの周知・徹底とマナーの向上 

●ルール違反に対する指導・誘導・取締りの強化 

近年、健康志向や環境保全に対する意識の高まりなどから、通勤・通学や買物、レジャー、スポ

ーツなど、様々な目的で自転車が利用されている。一方、これまでの道路整備は、モータリゼー

ションの進展から増加する自動車交通への対応を主眼として進められてきており、自転車の通行

に対しては、必ずしも充分な対応がなされてきたとは言い難い。こうした現状・課題を踏まえ、

自転車の通行環境整備とそのネットワーク化を、今後推進する。 

道路に求められる基本的な機能である「安全」とともに、駅周辺の回遊性など自転車通行空間が

連続することによる「便利さ」、またレクリエーションなど自転車利用そのものを楽しむ「快適

さ」への社会ニーズの高まりを踏まえ、自転車通行空間の整備においては安全性・利便性・快適

性の３つの機能を緊急性や効率性に基づき実現する。 

安全・安心の確保は喫緊の課題であることから、第１段階として歩行者・自転車利用者の「安全

性」の向上に向けた緊急的な整備を行い（点）、その結果を踏まえ、第２段階として連続性の確

保による「利便性」の向上に向けた整備（線）、第３段階として複数の代替路線を確保し、自転

車ネットワークの構築による「快適性」の向上に向けた整備（面）を段階的に実施する、戦略的

な取組を推進する。 

かわさき市民アンケートによると、自転車のルールを知っていながらも守らない状況がうかが

え、項目によっては自転車に係る法令の認知度が６割程度のものもあることから、自転車利用に

伴う社会的責任に対する啓発など、交通ルール・マナーの周知及び遵守に向けた取組を推進する。

自転車が関係する交通事故の減少割合が鈍化していることや死亡事故等重大事故が発生してい

ること、ルールを無視した悪質な自転車利用者が存在していることなどが社会問題化している現

状を踏まえ、悪質・危険な違反者を重点とした指導・取締りなどを行い、自転車の適正利用への

誘導を促進する。 

道路を利用するすべての方々の 

安全・安心で快適な 

利用環境を構築する 

自転車通行空間の整備を推

進するハード面の対策と、

自転車通行空間の適正利用

を推進するソフト面の対策

を両輪として取り組む 

両

輪
ライフスタイルの変化や環境意識の高揚、また健康志向の高まりなど、交通機関としての自転車

に対する市民意識の変化などを踏まえ、基本方針に基づく取組の効果を検証するため、リーディ

ング事業として複数のエリアを設定し、安全性・利便性・快適性の総合的な向上を目指した取組

を推進する。 

川崎市自転車通行環境整備実施計画
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３ ハード対策の実施計画 

（１）整備の進め方 

本市の自転車通行環境整備におけるハード対策は、「川崎市の自転車通行環境整

備に関する考え方」に基づき、図３のとおり、第１段階として、「安全性」の向上

に向けた緊急的な整備を平成２７年度からの３ヵ年を目途に実施し、その後、第

２段階、第３段階と整備を進め、自転車ネットワークの構築を目指します。 

また、第１段階の整備と並行し、リーディング事業（７～８ｐ参照）として「安

全性・利便性・快適性」の総合的な向上を目指した整備を実施します。 

図３ ハード対策における自転車通行空間整備のイメージ 

第 1段階・「点」 

「安全性」の向上に向けた緊急的な整備 

第 2段階・「線」 

連続性の確保による「利便性」の向上に向けた整備 

第 3段階・「面」 

複数の代替路線確保による「快適性」の向上に向けたネットワークの整備 

川崎市自転車通行環境整備実施計画 
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（２）緊急整備箇所の抽出

第１段階での「安全性」の向上に向けた緊急的な整備箇所は、図４のフローに

基づいて抽出しました。 

抽出結果は、表１及び図５に示すとおりです。

図４ 緊急整備箇所抽出フロー 

　　　　国土交通省管理道路については、
　　　　国土交通省へ対策の実施に向けた
　　　　検討を依頼する

● 過去５年間の事故件数による抽出

・交差点 10件以上（半径120ｍ）

・単路部 20件以上（半径200ｍ）

● 近接している箇所を統合

● 国土交通省管理道路を除外

● 関係部署からの要望による抽出

・各区役所危機管理担当

・各区役所道路公園センター

・各警察署

● 即効対策が可能な箇所を抽出

● 近接している箇所を統合

● 国土交通省管理道路を除外

各区からの要望箇所自転車が関係した事故多発箇所

交差点 46箇所

単路部 41箇所

交 差 点 15 箇所

単 路 部 17 箇所

合 計 32 箇所

交差点 13箇所

単路部 14箇所

交差点 35箇所

単路部 20箇所

交差点 10箇所

単路部 11箇所

第
一
次
抽
出

第
二
次
抽
出

● 今後実施される他の事業箇所と重複している箇所を除外

● 最近、他の事業により対策が実施され、安全性の向上が図られた箇所を除外 等

第三次抽出

交差点 37箇所

単路部 24箇所

第１段階での整備箇所

重複箇所を統合
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  表１ 緊急整備箇所一覧（３２箇所） 

川崎市自転車通行環境整備実施計画 

整理
番号

整備年度
(箇所数)

事故
件数

1 川崎区 (1) 元木２丁目地内（無名交差点） 13 事故多発箇所 交差点

2 下平間、鹿島田、新塚越地内（古市場矢上線） 32
事故多発箇所
整備要望箇所

単路部

3
戸手本町１丁目、塚越２丁目、古川町、小向西町４丁目地内
　（戸手本町１号線）

20
事故多発箇所
整備要望箇所

単路部

4 中原区 (1) 中丸子、市ノ坪地内（無名交差点） 1 整備要望箇所 交差点

5 末長地内（坂戸踏切交差点） 12
事故多発箇所
整備要望箇所

交差点

6 北見方１・２丁目地内（正福寺交差点） 6 整備要望箇所 交差点

7 溝口３・４丁目、二子４・５丁目地内(国道４０９号線) 6 整備要望箇所 単路部

8 宮前区 (1) 平２・４丁目地内（平２丁目交差点） 12
事故多発箇所
整備要望箇所

交差点

9 東生田２丁目地内（生田緑地入口交差点） 3 整備要望箇所 交差点

10
菅１・２丁目、菅稲田堤１丁目地内
　（菅２号線、菅稲田堤２号線）

14 整備要望箇所 単路部

11 菅２・４丁目地内（菅３６号線） 21
事故多発箇所
整備要望箇所

単路部

12 麻生区 (1) 上麻生７丁目地内（新三輪橋交差点） 11
事故多発箇所
整備要望箇所

交差点

13 中幸町１・４丁目、南幸町１丁目、都町地内（中幸町１号線） 40
事故多発箇所
整備要望箇所

単路部

14 小向西町４丁目、下平間地内（国道４０９号線） 20 事故多発箇所 単路部

15 中原区 (1) 小杉御殿町２丁目地内（小杉御殿町交差点） 10
事故多発箇所
整備要望箇所

交差点

16 下作延７丁目地内（下作延交差点） 10
事故多発箇所
整備要望箇所

交差点

17 千年地内（丸子中山茅ヶ崎線） 20
事故多発箇所
整備要望箇所

単路部

18 宮前区 (1) 土橋１・２・４・６丁目地内（土橋交差点） 1 整備要望箇所 交差点

19 南生田４・５丁目地内（無名交差点） 2 整備要望箇所 交差点

20 西生田３・４丁目地内（西生田９７号線） 6 整備要望箇所 単路部

21 新川通、境町、渡田１丁目、貝塚２丁目地内（川崎駅扇町線） 20 事故多発箇所 単路部

22 本町２丁目、堀之内町地内（国道４０９号線） 25 事故多発箇所 単路部

23 南幸町２丁目、柳町地内（南幸町２丁目交差点） 12
事故多発箇所
整備要望箇所

交差点

24 古川町、下平間地内（古川町９号線） 23
事故多発箇所
整備要望箇所

単路部

25 木月４丁目地内（木月４丁目交差点） 8 整備要望箇所 交差点

26 上小田中６丁目地内（上小田中交差点） 16
事故多発箇所
整備要望箇所

交差点

27
溝口２・３・４丁目、二子２・３丁目地内
　（鶴見溝ノ口線、溝口６０号線他）

45
事故多発箇所
整備要望箇所

単路部

28 久本２・３丁目地内（小杉菅線） 9 整備要望箇所 単路部

29 久本１丁目、下作延２丁目地内（野川柿生線） 12 整備要望箇所 単路部

30 宮前区 (1) 馬絹地内（馬絹交差点） 1 整備要望箇所 交差点

31 生田７丁目、西生田２丁目地内（世田谷町田線） 8 整備要望箇所 単路部

32 西生田１・２・３丁目地内（世田谷町田線） 11 整備要望箇所 単路部

整備箇所
（箇所数）

備　　　　考

H27
(12)

幸　区 (2)

高津区 (3)

多摩区 (3)

H28
(8)

幸　区 (2)

高津区 (2)

多摩区 (2)

(2)

H29
(12)

川崎区 (2)

幸　区 (2)

中原区 (2)

高津区 (3)

多摩区
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     ： リーディング事業エリア 

     ： 単路部 

     ： 交差点 

川崎市自転車通行環境整備実施計画

図５ 緊急整備箇所位置図

   ： 交差点 

： 単路部 

： リーディング事業エリア 

凡例 

整理
番号

川崎区 元木２丁目地内（無名交差点） 1

幸　区 南幸町２丁目、柳町地内（南幸町２丁目交差点） 23

中丸子、市ノ坪地内（無名交差点） 4

木月４丁目地内（木月４丁目交差点） 25

小杉御殿町２丁目地内（小杉御殿町交差点） 15

上小田中６丁目地内（上小田中交差点） 26

末長地内（坂戸踏切交差点） 5

北見方１・２丁目地内（正福寺交差点） 6

下作延７丁目地内（下作延交差点） 16

平２・４丁目地内（平２丁目交差点） 8

土橋１・２・４・６丁目地内（土橋交差点） 18

馬絹地内（馬絹交差点） 30

東生田２丁目地内（生田緑地入口交差点） 9

南生田４・５丁目地内（無名交差点） 19

麻生区 上麻生７丁目地内（新三輪橋交差点） 12

多摩区

整　備　箇　所

中原区

高津区

宮前区

整理
番号

新川通、境町、渡田１丁目、貝塚２丁目地内（川崎駅扇町線） 21

本町２丁目、堀之内町地内（国道４０９号線） 22

中幸町１・４丁目、南幸町１丁目、都町地内（中幸町１号線） 13

下平間、鹿島田、新塚越地内（古市場矢上線） 2

戸手本町１丁目、塚越２丁目、古川町、小向西町４丁目地内（戸手本町１号線） 3

古川町、下平間地内（古川町９号線） 24

小向西町４丁目、下平間地内（国道４０９号線） 14

千年地内（丸子中山茅ヶ崎線） 17

溝口２・３・４丁目、二子２・３丁目地内(鶴見溝ノ口線、溝口６０号線他) 27

溝口３・４丁目、二子４・５丁目地内(国道４０９号線) 7

久本２・３丁目地内（小杉菅線） 28

久本１丁目、下作延２丁目地内（野川柿生線） 29

生田７丁目、西生田２丁目地内（世田谷町田線） 31

西生田１・２・３丁目地内（世田谷町田線） 32

西生田３・４丁目地内（西生田９７号線） 20

菅１・２丁目、菅稲田堤１丁目地内（菅２号線、菅稲田堤２号線） 10

菅２・４丁目地内（菅３６号線） 11

多摩区

整　備　箇　所

川崎区

幸　区

高津区

整理
番号

川崎区 殿町３丁目地内 33

中原区 小杉３丁目、新丸子東３丁目、中丸子、市ノ坪地内 34

整　備　箇　所

0 1km 2km
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（３）リーディング事業エリアの抽出

「安全性・利便性・快適性」を実現する自転車ネットワークを構築するためには、長い期間が必要です。そこで、図６、図７に示すとおり、川崎区殿町３丁目地区及び中原区小杉駅周辺地区を

リーディング事業エリアとして最終的に目指すべき第３段階までの整備を実施します。そして、この結果を検証し、その後の計画に反映させることで、効率的かつ効果的な整備を推進します。 

図６ 川崎区殿町３丁目地区 

川崎市自転車通行環境整備実施計画
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図７ 中原区小杉駅周辺地区 

（整備済）

川崎市自転車通行環境整備実施計画

0 100m 200m

将 来 想 定
整備対象道路
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（４）整備形態の選定

第１段階及びリーディング事業エリアにおける整備形態は、表２の①～④を基

本として選定します。また、具体的な整備形態例を表３に示します。 

表２ 各整備形態の考え方 

 ① 自転車専用通行帯（自転車レーン）の設置

　　●自転車専用通行帯の幅員は１．０ｍ以上を基本とするが、当該路線の設計速
　　　度や交通量、大型車混入率等の利用状況を考慮して判断する。
　　　なお、幅員が１．０ｍ以上１．５ｍ未満となる場合は、側溝（街渠）の部分
　　　を除く舗装部分の幅員を１．０ｍ以上確保するものとする。

　　●自転車専用通行帯を設置する場合、「普通自転車歩道通行可」の規制は解除
　　　することを基本とするが、当該路線の自転車の利用状況などを勘案し、交通
　　　管理者と協議して判断する。

 ② 車道混在型（自転車ナビマーク＋矢羽根）による自転車通行位置の明示

　　●自転車専用通行帯の設置が困難な路線において選定するものとするが、当該
　　　路線の交通量や大型車混入率等の利用状況、車線幅員などを考慮して判断す
　　　る。

　　●自転車ナビマークと矢羽根は連続的に設置することとし、自転車ナビマーク
　　　は整備範囲の起点や交差点部などに適切に配置する。

 ③ 交差点部におけるナビライン（矢羽根）の設置

　　●交差する両路線（全方向）に設置することを基本とするが、幅員が狭小であ
　　　るなどナビラインの設置が不適切な路線と交差している場合には主道路にの
　　　み設置する。

　　●交差点部の前後については、当該路線の状況に応じて適切に整備範囲を決め
　　　るものとする。

　　●ナビラインを設置する場合は自転車横断帯を削除する。なお、主道路にのみ
　　　ナビラインを設置する場合、交差路線の自転車横断帯と主道路のナビライン
　　　が混在することは可能とする。

 ④ 注意喚起などによる安全対策

　　●当該箇所の状況に応じて、以下に示す様々な整備メニューにより注意喚起な
　　　どの安全対策を実施する。

　　　・路面へのタイル・シールの貼付、サインの表示

　　　・電柱類へのサインの設置

　　　・交差点部のカラー化

　　　・交差点部へのＴ字・十字表示、交差点鋲の設置

　　　・ポストコーンの設置

      ・電柱類の移設・撤去

      ・乗り上げブロックの撤去　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など
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表３ 整備形態例 

整備形態 模式図 整備イメージ 

① 

自転車専用通行帯

（自転車レーン） 

② 

車道混在型 

③ 

交差点部における

ナビライン 

④ 

注意喚起など 

による安全対策 

路面へのタイルの貼付

交差点部のカラー化 

電柱類へのサインの設置

ポストコーンの設置 交差点部への十字表示・交差点鋲の設置

路面へのシールの貼付

電柱類の移設 

乗り上げブロックの撤去

川崎市自転車通行環境整備実施計画 
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（５）路面表示の設定

自転車通行環境整備における法定外の「路面表示」は、 

現在、全国的に統一された規格等がないことから、当面 

の間、本市での整備において表示する主なものについて 

は、原則として、次のとおりとすることとします。 

なお、整備箇所の状況を考慮し、交通管理者と協議の 

上、これら以外で表示することができるものとします。 

また、路面表示の配置例を図１６に示します。 

●車道部 

ア 自転車ナビマーク（自転車専用通行帯、車道混在） 

・「ガイドライン」に掲載されている矢印と自転車 

マークを表示する。         図８参照 

イ 通行帯内のカラー化（自転車専用通行帯）

・外側線を消去し、幅 300 の 2本の青線を引く。 

（以下、「青」を使用する場合は、JIS の安全色 

規格に基づく青(2.5PB3.5/10)を標準とする） 

・車道との境には実線で白線を引く。  図９参照

ウ 矢羽根（車道混在・単路部）

・車線幅員 3.1m 未満の場合は 450×1500、 

車線幅員 3.1m 以上の場合は 600×1500 

の矢羽根を 3500 の離隔を取り「青」で表示する。 

図１０参照

エ 矢羽根（交差点部・ナビライン）

・交差点前後の自転車専用通行帯または矢羽根の規 

 格に合わせ、（自転車専用通行帯の幅）×1500、 

（450 又は 600）×1500 の矢羽根を 1000 の離隔 

を取り「青」で表示する。     図１１参照

オ 細街路との交差部の矢羽根（自転車専用通行帯、車道混在）

・前後が自転車専用通行帯の場合は、（自転車専用 

 通行帯の幅）×750 の矢羽根を 500 の離隔を取り 

 「青」で表示する。        図１２参照

・前後が車道混在の場合は、（450 又は 600）×750 

 の矢羽根を 500 の離隔を取り「青」で表示する。 

図１３参照 

●歩道部 

ア 普通自転車歩道通行可の歩道部（自転車歩行者道）

・歩道の整備形態別に、種類の異なるタイルまたは 

 シールで表示する。        図１４参照 

イ 普通自転車歩道通行不可の歩道部 

・歩道の整備形態別に、種類の異なるタイルまたは 

シールで表示する。 図１５参照

図９ 

図１０ 

図１３ 

図１２ 

図１１ 

図８ 

イメージ 

５００ ５００

５００ ５００
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車道寄りを 
ゆっくり走行

図１４ 

図１５ 

横断歩道や交差道路手前での 
注意表示 

車道寄りを 
ゆっくり走行

自転車の通行位置の表示 

横断歩道や交差道路手前での 

注意表示 

バスの停留所手前での 

注意表示

自転車は押し歩き

自転車走行禁止の歩道における注意表示 

自転車の通行位置・方法の表示 

歩行者と自転車の通行位置が 
色等で区分されていない場合 

自転車に対する 

注意表示 

歩行者の通行位置の表示 

※JIS の安全色規格に基づく 
赤(7.5R4/15)を標準とする 

※JIS の安全色規格に基づく黄赤(2.5YR6/14)を標準とする 

景
観
に
配
慮
し
た
歩
道
部
に
表
示

黒
舗
装
な
ど
の
一
般
的
な
歩
道
部
に
表
示

黒舗装などの一般的な歩道部に表示 景観に配慮した歩道部に表示 

自転車の通行位置・方法の表示 

※JIS の安全色規格に基づく青(2.5PB3.5/10)を標準とする 

※JIS の安全色規格に基づく 
黄(2.5Y8/14)を標準とする 

自転車の走行ルールに関する 
注意表示 

川崎市自転車通行環境整備実施計画 

900

60
0

自転車走行禁止の歩道における注意表示 
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（１） 

自転車専用通行帯 

の配置例 

（２） 

車道混在 

の配置例 

（３） 

 自転車歩行者道、

歩道の配置例 

図１６ 路面表示の配置例

川崎市自転車通行環境整備実施計画

※自転車は、普通自転車歩道通行可の規制区

※間（自歩道）でも車道通行が原則です。 

※自転車は車道通行が原則ですが、普通自転

※車歩道通行可の規制区間（自歩道）は歩道

※を通行（走行）することができます。 
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４ ソフト対策の実施計画 

（１）実施施策の選定

本市は、平坦地が多いなど自転車の利用に適した地形であり、代表交通手段と

しての自転車分担率などからも、自転車利用者が多い実態がうかがえるとともに、

全事故に対する自転車関連事故の割合は、常に県平均を上回っているなど高い状

況が続いています。自転車が安全で適正に利用されるためには、まず自転車を利

用する人自身が、自転車は車両であるとの認識の下、交通ルールを遵守し、交通

マナーを実践することが不可欠です。 

そこで、自転車関連事故を防止し、道路を利用する誰もが安心して通行できる

快適な利用環境の実現を目指すため、「川崎市の自転車通行環境整備に関する考え

方」に示した主な現状から課題を抽出し、６つの実施施策を選定しました。 

川崎市自転車通行環境整備実施計画 

１ 　　より多くの人への安全教育の推進

　　　・繰り返し学習する機会の構築

　　　・成人に対する教育の場の構築と参加促進に向けた施策の展開

　　　・損害賠償責任に対する意識の向上

２ 　　実態に応じた対策

　　　・現状分析に基づいた対策

　　　・交通違反や交通事故発生の未然防止・抑止

１ 　　ルールの周知・徹底とマナーの向上

　【施策１】 年齢段階に応じた自転車等安全教育の推進

　【施策２】 自転車の安全利用の促進

　【施策３】 自転車の点検整備と損害賠償保険の普及促進

　【施策４】 自転車通行環境整備に伴う広報・啓発

２ 　　ルール違反に対する指導・誘導・取締りの強化

　【施策５】 自転車マナーアップ指導員による指導

　【施策６】 警察等との連携による指導・誘導・取締りの強化

a

実 施 方 針 ・ 施 策

適正な自転車利用への誘導

主 な 現 状

  ①全事故件数に占める自転車事故の構成率が高い　　    　  　　　　（交通年鑑より）

  ②市民の自転車対策の要望が多い　　　 　  　　　 　 　（かわさき市民アンケートより）

  ③自転車利用者のルールの認知度は高いが遵守率は低い　 （かわさき市民アンケートより）

a

主 な 課 題
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（２）実施方針・施策

実施方針１ ルールの周知・徹底とマナーの向上

自転車は、幼児から高齢者までの幅広い年齢層の市民が多様な用途で利用する身近な交

通手段です。自転車関連事故の更なる減少や自転車等の安全かつ適正な利用を促進するた

めには、より多くの市民に対する自転車安全教育や交通ルール・マナーの周知啓発活動な

どを継続的かつ広範囲に実施していく必要があります。 

そのため、市・市民・地域団体・事業者・関係機関が連携して幅広い年齢段階に応じた

自転車等の交通安全教育を推進し、交通ルールの遵守やマナーの向上などに関する知識の

習得と交通安全思想の普及を図っていきます。

施策１ 年齢段階に応じた自転車等安全教育の推進

●幼児に対する交通安全教育 

幼稚園や保育園などと連携し、視聴覚教材等を活用した分かりやすい指導により、幼児

期における交通ルール・マナーの習得を推進します。また、保護者の参加も呼び掛けるこ

となどにより、成人に対する交通安全教育の機会として活用するとともに、保護者自らが

子どものお手本となるよう、自転車乗車時のヘルメット着用など、保護者として果たすべ

き義務等も踏まえた交通ルール・マナーの習得を目指します。 

＜例＞ 

・幼稚園での幼児と保護者向けの交通安全教室の実施

・パネルシアターや幼児向け交通安全ＤＶＤの上映 

幼児向けの交通安全教室

●小学生に対する交通安全教育 

学校・教育委員会やＰTＡなどと連携し、自転車利用者として必要な知識や技能を習得さ

せるとともに、自転車の安全な乗り方やヘルメット着用などの交通ルールの意味や必要性

を理解させるなど、道路の安全な通行などを目指した教育を行います。 

＜例＞ 

・小学校での安全な自転車乗り方教室の実施 

・ホームルーム等の短時間を活用した「チリリン・タイム」（クイズ形式）による指導 

・高校生による交通安全誘導等の教育 

a小学校での安全な自転車乗り方教室       小学校での安全な自転車乗り方教室で配布している

「自転車安全運転者証」と小冊子「楽しい自転車」

●幼児に対する交通安全教育 

●小学生に対する交通安全教育 
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●中学生・高校生に対する交通安全教育 

学校・教育委員会やＰTＡなどと連携し、交通ルール・マナー遵守の重要性を理解させる

とともに、事故の責任の重さなど、加害者にも被害者にもなる可能性があることを認識さ

せることにより、交通事故防止についての理解を深めるための教育を行います。 

また、自転車利用者としてだけでなく、様々な立場で道路を利用する者として必要な安

全意識を醸成するため、スケアードストレイト方式等による参加・体験・実践型の交通安

全教育を推進します。 

＜例＞ 

・ホームルーム等の短時間を活用した「チリリン・タイム」（クイズ形式）による指導 

・小学生の交通安全誘導に備えた交通安全学習 

・交通安全教室の実施 

・中高生へのスケアードストレイト方式による交通安全教育

・暴走族加入防止教室 

※スケアードストレイト方式（恐怖の直視）： 自転車乗車時に交通ルール・マナ 

 ー等を守らなかった場合に生じる危険などについて、スタントマンが自転車事故 

 の状況を再現し、その恐怖を体験することにより、交通事故に繋がる危険行為等 

 を未然に防止するとともに、交通ルール・マナー遵守の重要性を学習するもの。                  

スケアードストレイト方式の交通安全教室

●成人に対する交通安全教育

民間企業や地域団体などと連携し、自転車の運転に伴う社会的責任を自覚することによ

るマナーの向上を図るため、安全運転管理者による教育をはじめとする企業等で独自に行

う交通安全教育を促進することで、より多くの交通安全教育の機会を創設するとともに、

安全運転に必要なルールや技術の習得を目指します。 

このため、企業等への教材や各種データの提供、DVDの貸出しなどを強化することによ

り、教育機会のサポート体制の充実を図っていきます。 

さらに、ドライバーとして自転車の安全利用のために配慮すべき事項の教育も行います。 

＜例＞ 

・市・区役所等来庁者に対する呼びかけ 

・駐輪場等における自転車利用者に対する広報啓発活動 

・イベント等を活用した交通安全教室、広報啓発活動        

・企業等における自転車利用者に対する自転車安全利用講習等の実施 

・教習所での「大人チリリン・スクール」や免許更新時講習を活用した啓発活動 

・イベントを活用した自転車シミュレーターでの交通安全教育 

・町内会・自治会を対象としたスケアードストレイト方式による交通安全教室 

自転車シミュレーター 

※チリリン・スクール：神奈川県内で行われている自転車交通安全講習（警察主催）のことで、自転車の 

ルールやマナー、自転車利用者としての責任や賠償などについての説明のほか、自転車の点検要領や模 

擬コースの走行などの実技も行う。また、受講者には、講習受講済証「チリカ」が交付され、チリリン 

・スクール協賛自転車店で提示すると、TSマーク貼付に必要な自転車安全整備士の点検が無料となる。

川崎市自転車通行環境整備実施計画 

●中学生・高校生に対する交通安全教育 

●成人に対する交通安全教育 
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●高齢者に対する交通安全教育 

町内会・自治会や老人会、関係機関などと連携し、交通安全意識の高揚と安全行動の習

得のため、地域の会合や高齢者の集いなどの機会を捉えた交通安全教育を推進します。 

併せて、交通事故回避のために必要な自己の身体機能の適正な把握を促します。 

＜例＞ 

・高齢者への安全な歩行や正しい自転車の乗り方指導 

・ＤＶＤ等の視聴覚教材による危険回避の指導 

・トラビックによる交通安全 

トラビックによる交通安全 

※トラビック：Traffic Safety(交通安全）とAerobic（エアロビック）を掛け合わせた造語で、神奈川県警察 

と神奈川県エアロビック連盟が共同開発した『高齢歩行者向け 交通事故防止のためのエアロビック』のこと。 

●高齢者に対する交通安全教育 
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施策２ 自転車の安全利用の促進

●「見える・見せる」活動等の推進 

地域団体や関係機関などとの連携により、「見える・見せる」活動としての各種交通安全

キャンペーン等において、自転車の交通事故防止に向けた交通ルールの周知と安全指導を

実施します。 

また、テレビやラジオ、新聞、インターネットなどの広報媒体を活用し、交通事故等の

実態を踏まえた広報や日常生活に密着した内容の広報などによる効果的な方法で、実効性

の高い広報を推進します。 

さらに、市民総ぐるみの運動として「ひとこえ」を掛け合うことに取り組み、家庭から

学校、職場、地域への展開を促すように努めます。 

＜例＞ 

・「ホッとひといき」、「もちろん事故ゼロ」、「セーフティロード対策」、 

「交通事故死ゼロを目指す日」などのキャンペーンでの啓発活動 

・通勤・通学の自転車利用者へのマナーアップの呼びかけ 

・市役所や区役所来庁者へのモニター画面による広報 

a・ＦＭ放送や商店街における交通ルール遵守のスポット放送 

・ドライバーに対する電柱幕による注意喚起 

・安全・安心イベント 

・駐輪場や学校への小冊子の配布

小冊子

交通安全キャンペーン           「自転車もハンドル握ればドライバー」 

●交通安全に関わる自学自習環境づくりのための創意工夫 

時間や日程の都合がつかないなどの理由で交通安全教室に参加できない市民に対し、自

学自習の環境づくりのため、市全体としての横断的な連携、民間企業や地域交通安全活動

推進委員等の活用などを試み、様々な機会を捉えた情報発信など、新たな施策を実施して

いくことにより、多くの市民の意識高揚を図ります。 

＜例＞ 

・人が集まる機会（ＰＴＡ集会・老人会等）への教育教材（ＤＶＤ）の貸出 

・安全運転（無事故・無違反）にチャレンジするコンクール 

「セーフティ・チャレンジ・かながわ」への参加の呼びかけ 

・地域交通安全活動推進委員等による各地域単位の教育機会の創出 

・市ホームページ等を活用した情報提供 

※地域交通安全活動推進委員（通称：推進委員）： 推進委員は、地域における 

交通の安全と円滑のために、各種交通安全活動のリーダーとして活躍している 

など、地域における交通の状況についての知識や社会的信望を有する者のうち、 

神奈川県公安委員会が推進委員として委嘱した方のことで、各警察署の管轄区 

域内において、警察をはじめとした関係機関・団体と連携して交通安全に関す 

る活動を行っている。 

推進委員の活動 

川崎市自転車通行環境整備実施計画 

●「見える・見せる」活動等の推進

●交通安全に関わる自学自習環境づくりのための創意工夫 
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施策３ 自転車の点検整備と損害賠償保険の普及促進

●自転車の点検整備の推進 

適正に点検整備された自転車を使用することは、自転車の安全利用のために重要である

ことから、自転車商組合や自転車安全整備店などとの連携により、日常的な点検整備や自

転車店での定期的な点検整備の普及を促進します。 

＜例＞ 

・イベントや交通安全キャンペーン時における街頭での自転車点検指導 

・自転車販売店等での自転車点検整備促進のための広報啓発 

・街頭での通行中の自転車等に対する灯火やブレーキなどの自転車点検の実施 

●自転車損賠補償保険への加入促進 

自転車利用者が加害者となり、多額の損害賠償を求められるなど、自転車関連事故が社

会問題化していることから、各種保険制度に関する広報啓発を強化することにより、万が

一の事故に対する備えとして有効な自転車保険の普及及び加入促進を図ります。 

＜例＞ 

・自転車安全整備店でのＴＳマーク付帯保険の広報 

・一般社団法人日本損害保険協会等との連携による自転車保険の周知及び普及活動 

 ＴＳマーク 

※ＴＳマーク付帯保険：自転車安全整備士による点検、整備を受けた安全な普通自転車であることを示す 

ＴＳマークに付帯した保険。保険の有効期限は、ＴＳマークに記載されている点検日から１年。 

自転車事故の賠償に関わる保険の種類と対象例 

対象

種類 

事故の相手 自分 
取扱い 

生命・身体 財産 生命・身体 

個人賠償責任保険 ○ ○ × 

損害保険各社 

傷害保険 × × ○ 

ＴＳマーク付帯保険 ○ × ○ 自転車安全整備店

●自転車点検整備の普及促進 

●自転車損害賠償保険への加入促進 
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施策４ 自転車通行環境整備に伴う広報・啓発

●整備箇所の適正利用の広報と啓発 

新たに自転車通行環境整備を行った箇所のルールを周知して安全な利用を促進するため、

地域団体や関係機関などと連携し、自転車をはじめとする道路の利用者に対して整備箇所

の通行ルールなどの広報・啓発等を実施します。 

また、市ホームページなど様々な情報媒体を活用し、より多くの方にタイムリーな広報・

啓発を行います。 

＜例＞ 

・市ホームページや広報誌、チラシ、看板などによる通行方法の周知 

・整備箇所での街頭活動 

自転車道と押し歩きエリアの自転車通行ルール周知のためのＨＰとチラシ例 

川崎市自転車通行環境整備実施計画 

●整備箇所の適正利用に向けた広報と啓発 
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実施方針２ ルール違反に対する指導・誘導・取締りの強化 

交通ルール・マナー遵守の実践を促すためには、交通安全教育等によるルールの周知な

どを推進するとともに、ルールを守らない違反者に対して直接的に呼びかける指導・誘

導・取締りを強化することが重要です。さらに、「かわさき市民アンケート」においても、

自転車の交通ルール周知のために必要だと思う活動として、「街頭での指導等」が挙げら

れています。 

そのため、今後、さらに市と警察等が連携して情報の共有化を図り、実態に着目した重

点的な指導・取締り活動等を実施していくことで、自転車の悪質・危険な行為や自転車関

連事故の防止・抑止を図るとともに、適正な自転車利用への誘導を推進していきます。

施策５ 自転車マナーアップ指導員による指導

●ルール違反に対する指導

制服を着用した「自転車マナーアップ指導員」が市内の自転車交通事故多発地域を中心

に巡回し、交通ルールを守らない自転車利用者に対して直接指導することで是正を促し、

マナーの向上を図ります。 

マナーアップ指導員の活動状況 

違反別マナーアップカード交付内訳 

ワースト３(平成 25年度) 

WORST 交付内容 全体の割合

１ イヤホン使用 ５８％ 

２ 自転車の通行が禁止されている歩道の走行 １０％ 

３ 信号無視 ８％ 

●ルール違反に対する指導 
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施策６ 警察等との連携による指導・誘導・取締りの強化

●自転車に関する情報の共有

市と警察等が実態を的確に把握し、共通認識をもって課題解決などに取り組むため、自

転車関連事故の発生状況や市民からの要望などの情報を共有し、協働体制の強化を図りま

す。 

●重点的な指導・誘導・取締りの強化

自転車の利用状況や事故・苦情の多発箇所などの現状分析に基づき、実態に即した重点

的かつ効果的な指導・誘導・取締りを推進します。 

●悪質・危険な行為の是正を促す指導・取締り 

イヤホンや携帯電話を利用しながらの「ながら運転」、自転車通行可の歩道以外の「歩道

通行」、「逆走」、「信号無視」など、ルール違反者に対する指導を強化するとともに、悪質・

危険な行為に対しては厳しく是正を促していきます。 

●自転車の適正利用に資する交通規制 

    自転車の安全利用上、有効・必要であると認められる交通規制について、実施等を検討

します。 

一方通行の交通規制を実施している自転車道 

川崎市自転車通行環境整備実施計画 

●自転車に関する情報の共有 

●重点的な指導・誘導・取締りの強化 

●悪質・危険な行為の是正を促す指導・取締り 

●自転車の適正利用に資する交通規制 
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（３）実施体制

道路を利用するすべての方々の安全・安心で快適な利用環境を構築するため、

市民一人ひとりがそれぞれの立場で課題解消に向けた取組に関わり、市、関係

機関、市民、地域団体及び事業者が横断的に一体となったパートナーシップに

より、継続的に実行してくことができる体制づくりを目指します。 

適正な自転車利用への誘導 ソフト対策の基本方針

『 各関係者の参画と協働よる計画の推進 』 

各種啓発活動等の実施、支援、
情報提供、情報の集約・共有 
（市民アンケートの実施 など）

市  民 

自転車利用者、歩行者 
自動車ドライバー 
地域住民 など 

地域団体 

町内会・自治会、老人会 
ＰＴＡ、ＮＰＯ など 

関係機関 

国、県 
神奈川県警察 

川崎市交通安全協会 
地区交通安全協会 など 

事業者 

民間企業(安全運転管理者等)
商業施設事業者、商店街 
自転車関連事業者 
鉄道事業者 など 

各関係者の相互協力による継続的な自転車適正利用に対する取組 

川 崎 市 





「川崎市自転車通行環境整備実施計画」 

＜お問い合わせ＞ 

川崎市川崎区宮本町１番地 

◇ 川崎市建設緑政局計画部企画課 

       TEL 044-200-2756  FAX 044-200-3973 

◇ 川崎市市民・こども局市民生活部地域安全推進課 

       TEL 044-200-2719  FAX 044-200-3869


